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ミ側からは2・3回生計5人がプレゼンテーション・質疑応答に参加しました。   
岩本先生も当日仰有っていたように、実践政策的な問題に関するディベートではなく理  
論的な内容の勉強会というのはゼミとしても初めての読みでした。   
以下、当日までの流れに沿って今回のインゼミを総括したいと思います。  
当日までの経緯  









を違えて主張をするということになりました。   
ディベー ト形式の是非に関しては、双方が今回のテーマで無理にディベートにこだわる  
ことの必要性を感じず、またそうすることの難しさを感じていたために、「違う立場から一  
つの問題を考えるのだから、白黒つけなくても生産的な議論はできるだろう」ということ  








具体的内容   
交渉の結果、岩本ゼミが自由貿易の立場で、阿部ゼミが保護貿易の立場で考えることに  
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ました。   
それはともかくとして、当日までの大まかなスケジュールは以下の通りです。   
まず今年は貿易論をゼミで全く扱っていないという事情を考え、伊藤元重「ゼミナール国  
際経済学入門」、クルーグマン・オプスフェルト「国際経済～理論と政策Ⅰ国際貿易」を用  
103   
いて、貿易法全体に対する基礎的知識のブリーフィングを夏合宿から秋口にかけておこな  





立論の内容   



















プレゼンテーションと質疑応答   
両校のプレゼンはそれぞれの章立てに従い必要に応じてグラフを用いながら行なわれま  
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時間制約を守れそうになかったため、順番が後になった京大側からの質問がはばかられた  
こともありますが、生産的な質問ができなかった点については京大例の不勉強が責められ  




















の限界であり、今後の課題でしょう。   
そもそも、単純に「途上国にとって産業構造の高度化が望ましく、それは所得弾力性の高  





ディベートと勉強会   
個人的な学習度合のばらつきから、問題意識をゼミ全体として共有することには限界が  
ありました。今年は春合宿以来国際金融理論を勉強してきており、ゼミとして貿易論に相  
応していなかったので、当日参加していてつまらなく感じた人が多かったかもしれません。   
しかし、今回のような試みが、張り詰めた雰囲気のもとで行なわれるディベートに比べ  
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て望ましくないかと言われると、素直にうなずくことはできません。   
どんなレベルであれ一つの理論に拠って体系立った主張を展開することは、単に言葉を  
羅列してレトリックで相手を丸め込もうとするより遥かに強力であ‾り、説得的でしょう。  
しかし僕が二年間の経験から学んだことは、学生レベルではそれは難しいということです。   
経済学は、現実のメタファーとしての理論を数学的手法で表します。一人歩きした数式  
を得意げに振りまわすのと同様に、最初から基本的なことも学ぼうとしないで、あれこれ  
経済について語ってみたり経済学の非現実性を主張してみたりするのは愚の骨頂でしょう。   
かといって、それぞれ理論的に違う立場をふまえて論争するとなると非常に難しく、今  
回の僕らもある程度までいくとカベにぶつかってしまいました。   
阿部先生も「学生時代にはまずしっかりやっておかねばならないことがある」と教えて  
くださいましたが、特に双方の学習程度や方向性が違う場合には、無理にディベートをし  
ようとしても生産的な結果を生まないのではないでしょうか。   
とはいえ、勝ち負けがかかる場合とそうでない場合とでは、勉強する例のやる気も全く  
違ってくるのは確かです。前者では焦りにも似たプレッシャーがかかりますが、勉強会形  
式では相手に合わせてしっかり勉強しようという気にならないのかもしれません。   
去年やこれまでのインゼミのように、学生レベルでも使えるディベートの雛型があれば  
それに越したことはないのでしょうか。今年は貿易に関してそう言う意味での手頃な論題  
が見つけられませんでした。   















味関心．を疎かにしてしまいかねません。   
ゼミ全体を考えて動くのも大事ですが、やはり自分が主体として動くインゼミなのです  
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から、「自分が岩本ゼミに入って見つけたヤリタイコト」を強く主張する位のわがままさは  
あっても良いと思います。   
もうひとつ、ゼミで集まったときの時間の有効な使いかたも相変わらずの解決すべき課  











たいです。がんばってゼミを盛り上げていってください。   
最後に、阿部・岩本両先生と榎本ゼミ長以下阿部ゼミの皆さん、その他色々な形で私達  
を支えてくれた方々への感謝と御礼を申し上げたいと思います。  
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